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○大沼 久議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、８番、鳥谷

政一議員、20番、鈴木新助議員の２名でありま

す。よって、ただいまの出席議員は定足数に達

しております。 

 なお、本日の会議に平 正行市民文化会館長

の出席を要請しておりますので、ご報告いたし

ます。 

 また、小関秀一農業委員会会長から、本日の

会議を欠席させてほしい旨の申し出があり、許

可いたしましたので、ご報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○大沼 久議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 

 

渋谷佐輔議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 それでは、順次ご指名いたしま

す。 

 順位６番、議席番号10番、渋谷佐輔議員。 

  （10番渋谷佐輔議員登壇） 

○１０番 渋谷佐輔議員 おはようございます。

私は、通告しております３点について、順次質

問させていただきます。 

 まず、第１番目、児童の安全対策についてで

ございます。 

 この質問をテーマに選ぶことについては、遺

族、家族の心中を察したとき、大変ちゅうちょ

しました。しかし、今、命の大切さやとうとさ

を、政治や政策の中で、安心安全の社会、まち

づくりを進める教訓として、風化させないため

にも、あえて登壇させていただき、テーマとし

て選ばさせていただきました。 

 最近の新聞、テレビの報道番組やニュースで

ご承知のように、子供、特に低学年児童の事件

への関与、事故に巻き込まれるケースが非常に

多いと思われます。長井市においても先般、野

川の水辺での水難事故死、また昨年７月には楽

しく自転車で遊んでいたはずの児童が、10カ月

に及ぶ家族の看護むなしく他界いたしました。

私は何とも言いようの悔しさ、切なさ、無念さ

を覚えてなりません。なぜ、どうしてなどと責

任や原因を今問いただすつもりはございません。

しかし、二度と再びこのようなことがあっては

なりません。今は亡き、幼い磨けば光るダイヤ

モンドの原石の、その死を教訓として、安全対

策にみんなが万全を期すべきじゃないかと思う

だけであります。 

 安全対策においては、学校当局、そして親御

さんたちのＰＴＡ、あるいは地域の子供育成会

などなど、それぞれの立場で取り組みがなされ

ており、その努力に感謝と敬意を申し上げたい

気持ちでいっぱいです。これ以上に何があるの

かと言われれば、明快な即効薬的な手段はなか

なか見当たりません。しかし、事故に遭遇した

二人に共通することが見受けられ、考えられま

す。一つは、なかなか人目が届きにくい場所。

市街地や人が多く集まりやすい場所ではなかっ

た。一つは、小学校低学年であり、安全に対す

る判断が非常に難しい年齢層であること。好奇

心が盛んな年ごろかと思います。一つは、放課

後の最も解放感の生まれる時間帯であること。

もっとあるかもしれません。 
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 中でも、昨年は道照寺平にゲレンデも整備さ

れ、コミュニティセンターもでき上がり、よう

ざんロードをつくる会という、主に東京在住の

皆さんが大勢しておいでになり、桜の植樹で飾

っていただきました。長井市にゆかりのある人

が少なかった一抹の寂しさはありますが、前夜

祭や完成間近な長井ダム工事現場視察と、一連

のスケジュールに喜んで帰られました。 

 昔の話を持ち出してはどうかと思いますが、

遊びには必ず年上の人、上級生がいて、遊びの

すべてを教えてくれました。私たちも上級生に

ついていったり、あるいは下級生を連れて、よ

きにつけあしきにつけ遊んだものです。そのよ

うな光景が見受けられないことは、少子化社会

の象徴とでも言いたくなるくらいです。 

 だから、完璧な対策があるということではあ

りませんが、考えられることは、それぞれの立

場や組織で個々に対策を講じながら、横断的な

安全対策、話し合いの場を設けることや、老人

クラブや高齢者組織の知識、経験を子供たちに

覚えさせ、なれさせる機会をつくること。また、

過去にあったボーイスカウト活動的な復活や積

極的な屋外体験を啓発推進するなど、考えられ

ないものでしょうか。 

 さて、周辺の環境整備については、計画に本

当に現実化するのかという、心配する声がちら

ちら聞こえます。平成15年３月、長井ダム周辺

環境整備連絡協議会、そして整備検討会の有識

者によってまとめられた「環境整備計画実施計

画中間報告書」は、３年経過しましたが、見直

しとかローリングとかはなされているのでしょ

うか。実現に向けてどのような取り組みをなさ

れているのかを伺いたいと思います。 

＋ ＋

 少子化社会の中、この子供たちに未来を託さ

なければならない現実。限りある磨けば光るダ

イヤモンドの原石を注意深く社会全体でいろん

な形で磨いていくことが、成熟社会の務めでは

ないかと思います。 

 平成22年を長井ダムの竣工ともくろんでいる

とき、計画にちゅうちょする時間はあるのか、

心配する声が聞かれます。全体構想をここでお

聞きするいとまはございませんが、要望の多い、

整備着手が可能なメニューについて若干お尋ね、

お聞きしたいと思います。 

 私ごとですが、私も地域で少年防火クラブを

預かっておりますが、火の用心にも教えてはき

たけれど、水の用心、車の用心をもっと広範に

教えてこなかったことを深く悔いております。 

 １つは、野川左岸のつけかえ林道と市道南部

西横線の接続であります。このことについては

最近まで地元の砕石業者の方が自分で野川の敷

地を借りたり、あるいは隣接する地権者の皆さ

んの土地をお借りしながら通行しておりました。

一般の人はその事情を知らないで、次々と建設

現場の方も、あるいは山菜とりに行く方も、そ

の道路を通って歩いていました。ところが昨年、

豪雨によって道路が決壊しました。「なぜ道路

が決壊しているのに直さないんだ」との声も聞

かれました。これは市道ではなく私道であった

ということでございます。そういういろんな悩

みの人もございます。一日も早く市道南部西横

線とつけかえ林道をつなげるべきだと私は思い

ます。 

 二度と繰り返してはいけない、痛ましい悲し

い出来事でした。お二人の家族にとっても、今

はショックも大きく、どうしていいか思い悩む

さなかかと思います。励まし、そして労り、そ

して安全に対する姿勢について、賢明な市長の

ご所見を伺いたいと思います。 

 次に、長井ダム周辺環境整備についてであり

ます。 

 １つは、長井ダムの本体工事も順調に進み、

予定どおりの竣工が期待されます。地元住民と

して長井市として、ひとえに長井ダム工事事務

所あるいは国土交通省関係者のご尽力に深く感

謝申し上げたいと思います。 
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 ２つ目は、発電所移設後の土地、建物の利活

用でございます。この件につきましても、先般、

企業局、発電所の所長さんがかわられたという

ことでお伺いいたしました。そのときに関係者

の皆さんから、あの発電所も立派な遺産の一つ

であるという認識で共通いたしました。地域産

業を支えてきたあの発電所、何とか遺産として

残して、保存して、生かしていく方法はないも

のかということで、話が共通しました。 

＋

 ３つ目は、道照寺平スキー場入り口の地すべ

り対策です。近くにいる人は、「あのブルーシ

ートはいつはがれるんだ、いつ修復が終わるん

だ」と、こういう声が聞かれます。対策につい

てお伺いしたいと思います。 

 ４つ目は、濁沢残土地と前野・桂谷山道ルー

トのことでございます。先日、「木地山街道が

あいたよ、山菜採りに行ってみないか」と近所

の人に誘われまして行ってきました。途中で

「このルートを、何とか今、工事の期間中に橋

をつくったり、ルートを整備したりできないも

のか」という質問がなされました。この件につ

いても、どのような対策をなされているのか、

お聞きしたいと思います。 

 ５つ目は、三渕神社ほこらの移転問題でござ

います。この件については、いろんな関係者か

ら声が聞かれますが、ダムの堰堤近くに持って

きたらどうだ、あるいは峰の高いところへ上げ

てはどうか、いろんな声が聞かれます。これも

先般、新しい長井ダム工事事務所の所長さんと

お会いしたとき、地域の皆さんといろいろ相談

して結論を出していきたいということでした。

この辺の取り組み状況についてもお伺いしたい

と思います。 

 そのほかいろいろございますが、長井ダム周

辺環境整備連絡協議会、整備検討会の有識者の

皆さんがまとめられた努力を無にしてはいけな

いし、地域の検討事項も拝聴されるだろうこと、

ダム事務所との調整も大切なことと考えられま

す。ダム本体工事の進捗にあわせ、環境整備の

進捗も見えるものとしてほしいという地域の要

望であります。それぞれの経過と取り組みにつ

いてお聞かせいただきたいと思います。 

 周辺環境整備の２つ目、野川左岸の無堤地帯

解消です。 

 以前にも質問した記憶がございますが、昨日

の質問でも答えておられましたが、長井市は河

川とのかかわりの中でまちづくりを進めようと

しておられます。いわゆるフットパス事業でご

ざいます。最上川をメーンとしている感じであ

りますが、今後長井ダムと野川は長井市の地域

づくりの柱になり得る資源であります。そのこ

とを想定すれば、野川左岸の無堤地帯は、ぜひ

とも解消しなければならない課題であります。

例えば、新発電所建設地の高蹴から平泉橋まで

は、河川と農用地の境界が判断しにく状態であ

り、また、松田橋上下流の景観はいただけない

ものがあります。堤防を散策する人、ジョギン

グに汗を流す人、いろんな利用方法をそれぞれ

しておられます。最上川との合流点から高蹴ま

での左岸と右岸を比較対照すべきではございま

せんが、地域格差を覚えるのは私一人ではあり

ません。管轄は山形県であると認識しておりま

す。県当局、国土交通省の指導とご助力を得な

がら、住民の安全安心、長井ダムの周辺環境整

備、そして野川の景観と空間を保ちながら、フ

ットパスによる広範なまちづくり事業を推進す

べきであります。そのためにもぜひ築堤を熱望

するものでありますが、現況をどのように見聞

されておられるのか、私は長井市の開発重要事

業に格付すべきであると思いますが、市長のご

所見を伺いたいと思います。 

 ３つ目は、地域交通対策です。 

 １つは、デマンド交通システム、今、飯豊町、

川西町、高畠町と、近隣町で取り組まれている

ことをご承知のとおりであります。長井市では

地域協議会委託の市民バス、市直営のバスが通
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年運行と季節運行で運行されており、ねらいは

福祉の一環と認識しております。福祉政策の一

環であり、市民のニーズでもあり、財政的に市

の持ち出しはやむを得ないと承知しています。

しかし、３路線の運営状況については大変厳し

いものがあると認識しております。どのように

当局は認識しておられるのか。新たな方策とし

てデマンド交通システムの導入をその手段とし

て取り組まれる考えはないものかどうか、お尋

ねいたします。 

＋ ＋

 ２つ目は、過去にもこのテーマについて議論

がなされたと記憶しておりますが、私もＪＲ北

海道苗穂工場へ視察に伺ったことがあります。

最近の情報では、デュアル・モード・ビークル

の研究は進んでおり、実用化のめどは立ってお

り、実験走行もなされております。フラワー長

井線も経営努力は「スウィングガールズ」効果、

花回廊のルートとして成果はあるものの、持続

的な発展は厳しいものがあると認識しておりま

す。今後、長井線車体の老朽化による更新時期、

あるいは輸送手段としてイメージアップによる

誘客、幻の左荒線実現、そして環境に優しいＢ

ＤＦ燃料による運行は、長井市及び周辺自治体

の活性化に大きく寄与するものと思います。一

押しは幻の左荒線実現による地域活性化を夢見

るものであり、市長のご所見を伺いたく、壇上

よりの質問を終わります。ご清聴ありがとうご

ざいました。（拍手） 

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 渋谷議員のご質問にお答えを申

し上げます。 

 まず、このたびの水難事故や昨年の伊佐沢地

区での交通事故により、どちらの方も小学２年

生が亡くなられました。市民を代表して、慎ん

で哀悼の意を表させていただきたいと思います。

そして、心からのお悔やみを申し上げます。 

 長井市は水と緑と花のまち、水と緑と花の豊

かな自然あふれるまちでありますが、裏を返せ

ば危険もあると思います。例えば、雨の日の翌

日は急激に水かさが増して川が危ない。雨がず

っと続いてなかなか外で遊べない子供たちが、

晴れ間に出ていくわけでありますが、雨が続い

た後はなおさら危ない。したがって、私も渋谷

議員が先ほど申されましたように、昭和21年生

まれでありますから、何もない時期、テレビも

ない時期であります。小学校５、６年生を筆頭

に、川の方に行って魚のとろうとかいうふうに

なりますと、家の人からも、あるいはその田ん

ぼにいる人たちからも、「危ないよ、水かさが

増して危ないよ、気をつけて、注意しろよ」と

声をかけられたものであります。もちろん、学

校でもそういった教えをしていただきました。

当時はやっぱり渋谷議員と同じように上級生が

ある程度リーダー的な存在でおりましたから、

人数も多かったわけですから、そういったこと

もあったと思いますが、今はやっぱり少子化で

なかなか大変だと思います。 

 各小学校でも校外の生活の仕方、登下校時の

安全指導については、繰り返し繰り返し具体的

な事例も挙げながら指導をしているところであ

ります。ただ、子供は冒険心がございますし、

大人が予期せぬ冒険心で踏み込むことがある。

体験が少ない子供たちにとって危険を予知する

能力も万全ではありません。低いこともありま

す。したがって、周りの大人たちが子供を見守

りながら、子供たちに体験をさせながら、しか

し、危険も教えていくということが大事だろう

と思っております。 

 そういった日常生活の中で、危険を回避する

こと、小学生であれば学校の生活指導、子供会

の活動であれば地域行事、あるいは交通安全で

いえば交通専門員や交通指導員の指導あるいは

かもしかクラブでの勉強、さらには地域の交通

安全協会や交通安全母の会等の活動をしていら

っしゃるわけであります。 

 議員ご提案のように老人クラブや高齢者組織
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の知識、経験を伝承することも大事であろうと

思います。また、ボーイスカウトというお話も

ございましたが、これも積極的な屋外の活動と

して有効だろうというふうに思います。子供た

ちを大事に育てたいという、子供たちに育成に

かかわっているすべての団体の皆様、それぞれ

個人の皆様もそれぞれの立場でしっかりと指導

をしていく、そのための呼びかけをしっかりし

ていく。家庭、地域、学校がそれぞれしっかり

と子供たちに教えていく。子供たちも自分の身

は自分で守る。事故に遭ったら大変だ、事故は

嫌だ、事故に巻き込まれないようにしようとい

う気持ちをしっかり持ち、気をつけようという

意識、意欲を持たせなければいけないと思って

いるところであります。そういった気持ちを理

解させるように、市民の皆さんとともに身近な

子供たちを指導していく、二度と痛ましい事故

を繰り返さないようにしっかりと取り組んでま

いりたいと思っているところであります。 

＋ 次に、長井ダムの周辺環境整備についてであ

りますが、ようざんロードをつくる会の皆さん

の活動、故郷を思う自主的、自立的な活動、桜

植樹等も大変ありがたいものだ、うれしいこと

だというふうに思っております。 

 周辺環境整備につきましては、議員ご指摘の

ように、平成15年度末までに実施計画として、

長井ダム周辺整備連絡協議会において承認され

た事項を盛り込みました。以降、整備の実施に

向けてその時期、手法など、詳細に検討をして

おるところであります。現在まで、ダムの工事

にあわせて早期に整備あるいは整理しなければ

ならないところから、一つ一つ順次行っている

状況であることを、ご理解をいただきたいと思

います。 

 その上で、野川左岸のつけかえ林道と市道南

部西横線の接続の問題につきましては、周辺環

境整備計画書で、分水エリアの発電所跡地利用

の場所までの道路整備を掲げています。また将

来、分水エリアを水を生かしたスポットとして、

また、ダムを中心とした観光エリアとしてとら

えたときに、西根方面などとの左岸道路アクセ

スが必要であるとの声があることも十分承知し

ております。ただ、具体的な整備などにつきま

しては、発電所跡地の利用のことでありますの

で、まだ土地の扱いが未定でありますし、今の

ところダム完成の平成22年にあわせて検討を進

めているというところでございます。 

 長井ダム周辺環境整備では、分水エリアの発

電所の跡地利用として、水車や雪室の整備等の

要望があると思います。この間、全国の治水大

会で私はダム関係で20分ほど事例発表してまい

りましたが、この問題も取り上げました。絵に

もして、治水課長は「目に残っております、そ

の問題は」と、その後、私に申しておりました

が、まあこれは実際的には運営する、あるいは

維持管理をする、そこをどこがやるか、具体的

な計画が練られなければならないと思っており

ます。さらに、発電所施設そのものも、計画ど

おりに整備がいくかどうか、これも今後の跡地

については何案かあるようでありますから、こ

れも今、検討しているところであります。 

 新発電所への移管につきましては、ダムが完

成する平成22年になるわけですが、跡地はその

後でないと利用することができませんので、こ

れから皆さんとしっかりと話し合い、南部西横

線との施設の必要性も含めた左岸のビジョンを

整備していかなければいけないと思っておりま

すので、議員からもアイデアと提案等をお寄せ

をいただきたいと思います。 

 道照寺平スキー場入り口の地すべり対策であ

りますが、進入路ののり面崩壊箇所の処置につ

きましては、平成15年にそれまで長井市からダ

ム工事事務所に残土受け入れ地として貸し出し

ておりました土地を返還していただきました。

ただ、そのときに、補修が生じた場合の協議を

するということになっておりまして、その協議
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に基づいてダムにとりあえずこの補修をしてい

ただきましたし、今後も７月以降の工事になる

と思いますが、強く要望してるところでありま

す。 

 濁沢残土受け入れ地と前野・桂谷の山道ルー

トですか、計画書には計上しておるとおり、残

土受け入れ地としては今進めているわけですが、

ダム工事において土捨てをし、計画どおりにな

るように基盤を整備していただいている。その

後、市では「21世紀の不伐の森」として、市民

の憩いの場、市民の森というふうにならないか

どうか、これは地権者もあるわけですから、ご

相談を申し上げて、平成20年に開催される置賜

植樹祭あたりをめどに、順次整備をしていきた

いものだと思っているとこであります。 

＋ ＋

 このルートは、既存のサンヨー道路を整備し、

利用しようとするものでありまして、現在、地

権者の方とも手法において検討を進めているわ

けですが、西側の上流側から順次進めるという

ところまでは合意ができていると思っておりま

す。 

 三渕神社のほこら移転ですが、既に数年前か

ら総宮神社、五所神社の関係者の皆さんなどと

相談をしてまいりました。昨年、両神社の氏子

の方々と現場で場所の検討をする予定でありま

したが、これは２回設定したんですが２回とも

大雨で中止になってしまいました、危ないとい

うことで。今回改めて現場を視察していきたい

というふうに思っておるところであります。 

 無堤地帯については、これは要望をしていか

なければいけない。無堤地帯もその重要事業に

なるかどうかということについては議論をして

いかなければいけませんし、現在、長井市では

日の出町等の無堤地帯の解消も早期に要望して

おりますから、これもやっぱり順次であります。 

 市営バスの件でありますが、西根から公立置

賜総合病院までの蔵京線、白兎から平野を経由

しての置賜病院までの致芳・平野・公立置賜総

合病院線の２路線を運行しておりますし、また、

伊佐沢地区の住民で構成する交通対策協議会の

皆さんが、冬期間のみのコミュニティバスも運

行していることはご案内のとおりであります。

この致芳平野病院線は、平成16年の11月１日か

ら、約１年半前から今泉駅と公立置賜総合病院

を結ぶ、そして延長する形で運行を開始し、17

年度初めて通年を通した運行になりました。３

路線全体で平成17年度は年間２万5,000人の利

用実績となっておりますが、前年度と比較しま

すと利用者が若干減少している。これは対策等

も考えていかなければいけないと思っておりま

す。特に利用が少ないのが致芳平野病院線であ

りますので、今年５月に当路線の利用拡大と利

便性の向上を図るため、致芳地区運行懇談会を

開催して、停留所の位置、それからダイヤ等、

地域住民の皆さんにとって利用しやすい運行と

なるよう、直接ご意見も伺いました。今後も懇

談会を継続的に開催し、より多くの方に利用し

ていただけるような運行のあり方について検討

を進めていきたいと思います。 

 ご指摘のデマンド型交通については、昨年か

ら高畠、飯豊、川西で運行しておられる。ジャ

ンボタクシーなどの車両を使って、タクシーに

比べ低額で利用者宅から目的地まで直接移動で

きる手段として、有効な路線ではないかと言わ

れております。しかし一方では、新たな費用が

発生いたします。それから、運行の仕組み上、

定時制の確保が難しく、列車等の交通機関や連

携がなかなか難しいと思います。それから市内

にもタクシー会社３社のほかに、福祉有償運送

を行っているＮＰＯの皆さん等もありまして、

今、それらの皆さんも一生懸命頑張ってるわけ

ですから、そういった民業との関係、圧迫にな

らないように、むしろ私はＮＰＯを延ばしてい

くということも大切だと思いますので、調整が

課題となっていると思います。 

 今後、デマンドも含めて、どのような運行が
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望ましいかを検討していかなければいけないと

思います。 

＋

 フラワー長井線へのデュアル・モード・ビー

クルの導入につきましては、議員も視察をされ

たようでありますが、私も会社の社長、専務と

11月に実際に北海道に視察に行ってまいりまし

た。ＪＲ北海道では、２両連結が可能な車両を

開発し、今年度内の営業運転開始を目標に、試

行運行を行っておりました。ただ、その後雪が

相当早く大量に来たわけでありまして、まだや

っぱりその後、雪対策などの技術的な問題が課

題になっている。制度的にもデュアル・モー

ド・ビークルに合った安全運行基準が未設定に

なっているなど、課題は残っていると思います。

ただ、このフラワー長井線は、22年度まではこ

れまで策定した経営改善計画に基づいて、平成

16年度まで、今後10年程度更新車両が不要とな

るように、車両延命工事等も実施してまいりま

す。運行経費の節減にも取り組んでまいりまし

た。新たな設備投資は22年以降を見据えてとい

うことではないかというふうに私は思っている

とこであります。以上です。 

○大沼 久議長 10番、渋谷佐輔議員。 

○１０番 渋谷佐輔議員 市長の賢明なご答弁あ

りがとうございました。 

 １つ目の、児童の安全対策ですが、市長も前

向きに考えておられるということを見受けられ

ます。ただ、やっぱり学校では学校で、それな

りの指導をやっていると聞いております。また、

地域にもＰＴＡ、また育成会を中心にお互いに

やってるようですが、まだまだ横の連絡ってい

う、これがちょっと欠けているのかなって感じ

がします。そういう意味で、ひとつこれからも

情報交換とかいろいろ協議の場を設けていただ

いて、二度とこういう事故のないように、本当

にミミズのあちこどですが、ことしもう一人何

かできたらもう長井市の緊急事態でないかと思

われます。そのようなことのないように、ひと

つ取り組みをよろしくお願いしたいと思います。 

 質問の中で、先日、飯豊町通ったんですよ。

しましたら、街頭の立て看板に「行ってきます 

家を出たなら皆危険」。小学生が書いたタイト

ルかな。だけど、家にいてても事件に遭うと。

今日、家にいても危険がある、外へ出ても危険

がある。どこにいたら安全地帯があるのかなと、

非常にむなしい部分もありました。しかし、み

んなで一生懸命力を合わせれば、何とか安心安

全な長井市がつくれると思います。そういう意

味で、関係機関の皆さんのさらなる努力を、ま

た私たちも考えていかなければいけないと思っ

ております。 

 長井ダム周辺環境整備ですが、つけかえ林道

と南部西横線接続、それから発電所移設後の土

地、建物の利活用等々について、分水エリアの

ビジョン策定ということでございましたが、地

域の皆さんにも、どうなっているのかわかんな

いという人が結構おられます。これは地域の方

でむしろ呼びかけて、ちょっと説明に来いとか、

あるいは話を聞きたいというふうになればいい

んだけども、なかなかそういうチャンスがない

もんですから、情報が伝わってこないというこ

とが結構多いので。そういう意味でひとつ関係

当局のお力添えをいただいて、平成22年ですか

ら、時間があるようでないのではないかなと思

われます。そういう意味でひとつよろしくご尽

力を賜りたいと思っております。 

 あと、三渕神社のほこら移転ですが、先ほど

もちょっと壇上で触れましたが、この三渕神社

についてはいろんな話ございますが、私も歴史

をちょっとほじくってみました。先日の会議で

あったんですが、明治11年にはもう三渕神社と

いうのが立派に格付されておりまして、そのこ

ろから三渕神社はこの辺では名の知れた神社だ

ったというふうに記録に残っております。また、

これもちょっと最近手に入ったんですが、こう

いうものがございました。これは公文書ってい
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う、京都の御所から届いた手紙、書類だそうで

すが、今般、三渕大明神陳情、寺泉村の皆さん

に任せるからしっかり守っておけよ。正一位三

渕大明神の神事奉還その聖地をよろしく守って

けということの文書でございます。だから、寺

泉村でしっかり守れということの文書でござい

ます。 

＋ ＋

 それからこれは、明治33年、34年にかけて、

当時台風で三渕神社が木造の神社と書いてあり

ますが、台風によって木造のため大破し、神社

再建には多額の金員を要することゆえ、縁故信

者に諮り、多少にかかわらずご寄附を申し上げ、

社殿を建築し、もって年代の人徳に報いよとい

うことで、これ見ますと長井市の市内のそうそ

うたる皆さんからご寄附、金員いただいており

ます。名前を言ってどうかと思いますが、長井

市大字宮、長沼惣右ェ門、長沼忠兵衛さん、風

間五左ェ門さん、海老名喜兵衛さん等々の皆さ

んから、多額の金員をいただいている。そして

右のとおり寄附金もらって、募金を精算の上、

剰余金が出た。これを残して備えておくという

ことで、一月に35円、寄附いただいて工事して

35円残った。当時のお金にして米１俵が調べて

みましたら４円から３円80銭、１俵。ですから、

どのくらいのお金が使われたか集まったか。そ

して余った金ですから、これ大変、余った金っ

ていうのは１割ぐらいかなと思います。という

ことは、10倍の工事費がかかったというのが想

定されます。そういう三渕神社の歴史というも

のもございまして、私たちも地元の者として、

簡単にあっちがいい、こっちがいいということ

ではなく、やっぱり歴史というものを大切にし

ていきたいなと思っております。 

 したがって、先般のダム所長、新しい所長さ

んとの面談でも若干触れさせてもらいましたが、

そんなやたら動かすもんじゃないなと、満水時

の喫水点付近で何とか場所が確保できればどう

でしょうかねと、お互いに共通認識になったわ

けですが、そういうこともひとつこれからの話

し合いの中で生かしていただいて、取り計らっ

ていきたいなと思っております。 

 それから、野川左岸の無堤地帯解消について、

先ほど市長は、最上川の方も重要事業に上がっ

ているということでございますが、この点につ

いてもう少し踏み込んでご所見を伺いたいなと

思っております。よろしくお願いします。無堤

地帯解消について。 

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 この長井ダム周辺環境整備計画

書では、ダム堤体から平泉橋の区間、これ野川

沿いの散策ができるよう遊歩道の整備計画も出

されていることはご案内のとおりです。 

 重要要望について、遊歩道の整備計画につき

ましては平泉橋まで築堤をする。そして河川の

維持についても説明をしている。県ご当局も少

しずつ整備の検討を進めていただいているとい

うことであります。したがって、本年度も引き

続き要望してまいりたいというふうに思います。 

○大沼 久議長 10番、渋谷佐輔議員。 

○１０番 渋谷佐輔議員 私は、平泉橋からダム

本体、高蹴までではなく、最上川との合流点ま

でずうっと歩いてみますと、やっぱり無堤地帯

と思われるのがたくさんございます。ましてこ

れは個人的な部分もありましょうが、松田橋の

上下流、これが景観的にも非常にどうかなって

いう部分がございます。そういう部分も含めま

して、野川左岸ということで私はとらえている

んです。市長その辺もう一回お願いします。 

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 今、フットパス等で整備をして

るわけですが、これは長井市も、それから国土

交通省も知恵を出し合いながら事業を進めてる

わけで、それをしっかりと定着させるというか、

成功していかなきゃいけない。そして野川につ

いてもフットパス等も、特に合流点からあやめ

公園のあたりまで上がってくるように、具体的
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に進めていきたいと思います。 

 景観につきましては、もっとやっぱりいろん

なご意見もあると思いますから、皆さんのご意

見も聞きながら、庁内でも検討していきたいと

いうふうに思います。 

＋

○大沼 久議長 10番、渋谷佐輔議員。 

○１０番 渋谷佐輔議員 また戻ってしまいます

が、やはり野川の川辺で遊んでて、事故に遭っ

たというふうに、堤防でもしっかりしてて、あ

るいは歩く人が結構おられるということになれ

ば、河川管理の面でも効果があるのではないか

なと思っているところです。そういう面で、全

体的な中で、ひとつ無堤地帯解消に取り組んで

いただきたいと思います。 

 それから、デマンド交通ですが、これ体験乗

車してみなければと思い私ちょっと体験乗車し

てみました。お客様、結構乗っていました。と

ころがやっぱりお年寄りの方が多かったです。

乗りおりのときも運転手がやっぱり一々おりて

きて踏み台置いてやったり、運転手の方が大変

だなと思いました。また、定期バスでないので

いろいろ、コントロールセンターからの指示に

より動くもんですから、やっぱり運転手さんも

大変だなというふうに実感しました。また、コ

ントロールセンターというか、指令室っていう

か、これも見させてもらいました。約1,000万

円くらい整備投資あったそうです。ただ、セン

ターにいるのは女の人１人。これも、あそこは

飯豊町の社会福祉協議会の管理ということだそ

うです。「女の人一人で調整して、運行してい

るのか」っていうと、「そうです」なんていう、

なかなか一つのアイデアだなというふうにも思

いました。 

 また、結構、東北地方を中心にこのデマンド

交通システム、盛んに取り組まれているという

ことでございまして、先ほど市長からあったよ

うに、いろんな輸送手段が長井市にはあるわけ

ですから、その辺の調整というのは大変かと思

います。でも将来的に西根バスでもそうですが、

右肩下がり、若干ということで、経営的にも大

変な時期に来るのではないかなと、先ほどあり

ましたが、やっぱり将来的に手段として検討し

ていただきたいと思っております。 

 そんなことで、ひとつ今後とも市民の安心安

全の地域づくり、まちづくり、市長からよろし

くご指導賜りますようお願い申し上げて、質問

を終わらさせていただきます。ありがとうござ

いました。 

 

 

谷口栄子議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 次に、順位７番、議席番号４番、

谷口栄子議員。 

  （４番谷口栄子議員登壇） 

○４番 谷口栄子議員 おはようございます。６

月定例会に当たり、通告しております２点につ

いて順次質問をいたします。 

 １点目、オペラ「ゼッキンゲンのトランペッ

ト吹き」の上演について質問いたします。答弁

は目黒市長、平市民文化会館長にお願いいたし

ます。 

 姉妹都市として友好を深めていますドイツの

バート・ゼッキンゲン市が舞台となっていると

言われる、オペラ「ゼッキンゲンのトランペッ

ト吹き」は、バート・ゼッキンゲン市の伝説的

な実話がもとでの恋物語だそうです。日本で初

めて、しかもここ長井で初めて上演されること

で注目。公演は10月８日と９日の２日間で、会

場は市民文化会館です。市民文化会館の正面外

側に公演期日が大きく書かれたポスターが掲げ

られました。既に市報や薄黄色のＡ４判のチラ

シも市民の皆様に配布されておりますが、これ

だけでは内容がよくわからない人が多いと思い

ます。 
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